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１．はじめに 

 

2020 年は新型コロナウイルス感染症に始まり、新型コロナウイルス感染症で終わった

といっても過言ではない。新型コロナウイルス感染症（COVID-19：coronavirus disease 

2019）の病原は、ニドウイルス目コロナウイルス科ベータコロナウイルス属のプラス１

本鎖 RNA のコロナウイルスで、SARS-Co-V2（severe acute respiratory syndrome 

coronavirus 2）と命名された。SARS-Co-V2 の自然宿主はコウモリであると考えられて

おり、ヒトにはコウモリあるいはコウモリから感染した他の動物を介して感染したと考

えられている。 

2019 年 12 月に中華人民共和国湖北省武漢市で発生した COVID-19 は、短期間で世界中

に広がり、2020 年 3 月 11 日には世界保健機関（WHO）によりパンデミック状態にあると

発表された。わが国では、2020 年 1 月に第一例目の COVID-19 の患者が発見されて以来、

感染者数は増大の一途をたどり、2021 年 3 月 18 日現在、451,186 人に達し、死者数も

8,717 人に及んでいる（厚生労働省）。世界の状況はさらに悪化しており、感染者数は

120,915,219 人、死者数 2,674,078 人となっている（WHO）。ウイルス感染症の恐ろしさ

を体現した１年であったが、その感染拡大は今も続いている。 

人間に COVID-19 をはじめ様々なウイルス病が存在するように、昆虫にも多様なウイ

ルス病が認められている。時にはこれらウイルス病が大流行し、有益昆虫であるカイコ

やミツバチに多大な被害をもたらすことが報告されている。わが国での昆虫のウイルス

病は、カイコでより詳細な研究が展開されてきたが、セイヨウミツバチ（以下ミツバチ）

でのウイルス病の全国的な発生状況については不明な点が多かった。平成 30 年度日本

中央競馬会畜産振興事業に「蜜蜂に対するウイルス感染等実態調査事業」が採択され、

全国規模でミツバチのウイルス感染実態調査が初めて行われ、ミツバチは、チヂレバネ

ウイルス等 7種類のウイルスに感染していることが明らかとなった。これらウイルスは、

ミツバチヘギイタダニ（以下ヘギイタダニ）によって媒介されることが欧米で報告され

ているが、前回の調査ではその詳細を調査することができなかった。 

今回は前回の調査結果を受けて、日本国内のミツバチおよびヘギイタダニが保有する

ウイルス種を特定する目的で実態調査が行われ、チヂレバネウイルスがヘギイタダニに

よってミツバチに伝播されていることが明らかとなった。得られた調査結果は、今後の

ミツバチのウイルス病の防除戦略を構築する上で貴重な情報となると考えられる。今後

は、ヘギイタダニによるウイルス媒介とミツバチでの発病との関連についても調査して

いく必要がある。 

最後になりましたが、本事業において蜂サンプルを採取いただきました各都道府県の

養蜂農家の皆様、並びにウイルス病の診断とデータの解析を行っていただきました国立

研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 畜産部門 家畜育種繁殖研究領域 有用

遺伝子ユニットの芳山三喜雄博士、荻原麻理博士および木村澄博士に厚くお礼を申し上

げる。 

 

蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査推進委員長 

国立大学法人 東京農工大学 名誉教授 国見裕久 
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なお、 

 

① ミツバチのウイルス保有について 

本調査事業は、ミツバチのウイルス保有について調査した事業です。 

従って、ウイルスの保有と発病との関わりは不明です。 

 

② ミツバチのウイルスに関する人への影響について 

ウイルスには、微生物、植物、無脊椎動物（節足動物のミツバチなど）、脊

椎動物に感染するものなど、多くの種類が存在します。 

本事業において調査した 7 種類のミツバチのウイルスについては、いずれ

も節足動物と系統上離れているヒトには影響はありません。 
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２．専門委員等芳名（敬称略、順不動） 

 

蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査事業推進委員会 

 

《委員長》 

国見 裕久【国立大学法人東京農工大学 名誉教授】 

《委員》 

村上理都子【国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構中央

農業研究センター虫・鳥獣害研究領域生物的防除グルー

プ 上級研究員】 

浅田 研一【福岡県中央家畜保健衛生所 技術主査】 

中村  純【玉川大学 農学部先端食農学科 教授】 

松山  茂【国立大学法人筑波大学生命環境系 講師】 

羽佐田康幸【愛知県養蜂協会 会長】 
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《オブザーバー・試験委託》 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構畜産研究部門 

家畜育種繁殖研究領域有用遺伝子ユニット 

・芳山三喜雄【上級研究員】 

・荻原 麻理【研究員】 

・木村  澄【再雇用研究員】 

 

《事業実施主体・事務局》 

一般社団法人日本養蜂協会 

・山時 丈昌【常務理事】 

・谷口 貴春【主任】 

・岩橋 康太【職員】 
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３．蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査事業推進委員会開催 

及び現地調査実施記録 

 

（１）第 1回事業推進委員会（新型コロナウイルス感染防止のため書面開催） 

開  催：令和 2年 8～9月 

書類配布：（委    員）国見委員長、村上委員、浅田委員、中村委員、 

松山委員、羽佐田委員 

（オブザーバー）芳山上級研究員、荻原研究員、木村再雇用研究員 

（事  務  局）山時常務、谷口主任、岩橋職員 

議  題：（１）蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査事業ついて 

【全体計画】 

（２）蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査事業ついて 

【達成目標】 

（３）蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査方法等について 

（４）その他 

 

 

（２）現地調査 

日  時：令和 2年 9月 28 日（月） 

場  所：茨城県内養蜂場（つくば市、石岡市、桜川市） 

参 加 者：（調査員）荻原調査員、木村調査員 

（協力者）茨城県養蜂協会会員（大畑 孝氏、（有）山田養蜂場、 

山田広司氏） 

（事務局）谷口主任 

調査内容：（１）養蜂家への聞き取り調査 

（２）粉糖によるダニ寄生状況調査 
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（３）第 2回事業推進委員会（新型コロナウイルス感染防止のため書面開催） 

開  催：令和 3年 3月 

書類配布：（委    員）国見委員長、村上委員、浅田委員、中村委員、 

松山委員、羽佐田委員 

（オブザーバー）芳山上級研究員、荻原研究員、木村再雇用研究員 

（事  務  局）山時常務、谷口主任、岩橋職員 

議  題：（１）蜜蜂に対するウイルス感染等実態調査報告について 

（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構より） 

（２）蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査報告書について 

（３）事業の自己評価結果報告書について 

（４）その他  
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４．蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査事業の概要 

 

（１）事業の目的 

我が国の養蜂業において蜜蜂のウイルス感染は蜂群を弱体化させる大きな要

因であり、ミツバチヘギイタダニの寄生によるウイルス感染によって蜜蜂が重

篤化するとみられている。 

本事業において、ミツバチヘギイタダニ及びダニ寄生による蜜蜂のウイルス

感染についての実態調査を行い、その調査結果を養蜂家及び行政機関等が利用

することで、蜂蜜などの畜産物の安定生産並びに花粉交配用蜜蜂の安定供給を

図る。 

 

 

（２）事業の内容 

① 蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査推進委員会開催等事業 

学識経験者等から成る蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査推進委員

会を開催し、事業の効率的かつ円滑な推進に関する検討及び当該事業の達成目

標等の自己評価結果の検証等を行う。 

 

② 蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査事業 

国内の蜜蜂に関するミツバチヘギイタダニの寄生率とウイルス保有率の調

査、ミツバチヘギイタダニの媒介するウイルスの解析等を行う。 

 

（３）分析試験委託先 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構畜産研究部門 

家畜育種繁殖研究領域有用遺伝子ユニット 
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５．ウイルス病について（「養蜂家向け！養蜂マニュアル（日蜂協）」より抜粋） 
 
（１）サックブルード（Sac brood）病 

サックブルードウイルスは、感染蜂児の脂肪や筋肉組織に存在しています。

感染した蜂児は前蛹期に袋（サック）状になり、頭部側に水がたまった透明状

態になることからサックブルードと言われています。 

サックブルードウイルスは成虫にも感染しますが、発症はしないため、キャ

リアとして蜂児に感染を広げる原因となっているようです。本ウイルスは健常

群の蜂児やサナギでも比較的高頻度で検出されます。トウヨウミツバチでは重

篤な被害をもたらすことはしばしば報告されていますが、セイヨウミツバチで

は重症例は知られていません。日本でも時々発生する程度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【感染症状】 

サックブルード病の最初の症状として、蜂児の表皮に形成された固い液体を

含んだ袋（サック）が観察出来ます。色は灰色、褐色、黒色。蜂児の頭部が角

状に巻き上がり、より透明な色を示しますが、有蓋蜂児では暗色となります。

肉眼で観察出来る時は、働き蜂により蓋が除去されている状態です。死亡した

蜂児の古くなった死骸は、乾燥ミイラ状になっていて簡単につまみ出すことが

出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サックブルード病に感染した幼虫。 

写真提供：玉川大学ミツバチ科学研究センター 

中村純教授 

サックブルード病により有蓋蜂児で死亡した個体。暗色に変化した状態。 

写真提供：アメリカ農務省 
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（２）麻痺病ウイルス（Paralysis virus） 

麻痺病ウイルスによる病気は、春から夏によく発症します。しかし、一部の

個体にしか症状が現れないため、知らない間に収まることが多いようです。 

発症すると、胸部背面と腹部の体毛が脱落し、体の色が黒っぽくなるため、

腹部のバンド模様が不鮮明になります。やがて飛ぶことも正常に動くことも出

来なくなり、体やハネを痙攣させながら巣門付近を歩くようになります。門番

の蜂からしつように体をチェックされ、巣内に入ることが出来なくなり、数日

のうちに巣門付近で死亡するミツバチも現れます。このような状況は、一過性

で収まることが多いようですが、ひどい場合は、巣門前に数百の死体が見られ

ることもあります。死んだミツバチは黒褐色になるため、他の死亡状況とはっ

きり区別出来ます。 

麻痺ウイルスには、これまで急性麻痺ウイルス（Acute bee paralysis 

virus (ABPV)）、イスラエル急性麻痺ウイルス（Israel acute paralysis 

virus (IAPV)）、カシミール蜂ウイルス（Kashmir bee virus (KBV)）、遅発性

麻痺ウイルス（Slow paralysis virus (SPV)）、慢性麻痺ウイルス（Chronic 

paralysis virus (CPV)）が見つかっています。現在ミツバチのウイルス病に

効果のある薬剤はないので、予防には、媒介者であるミツバチヘギイタダニの

抑制と感染した個体の除去を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

サックブルード病の巣板。 

写真提供：玉川大学ミツバチ科学研究センター 

中村純教授 

麻痺病に感染している働き蜂（中央と右

上）。健常の個体に比べて胸部・腹部の毛

がなく、体色が濡れたように濃くなって

います。 
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① 急性麻痺ウイルスとカシミール蜂ウイルス（Acute bee paralysis virus 

and Kashmir bee virus） 

急性麻痺ウイルスとカシミール蜂ウイルスは、同種のウイルスであると考え

られています。ミツバチヘギイタダニが寄生している群で発症しやすく、成虫

や蜂児に死をもたらします。蜂児での症状は、アメリカ腐蛆病やヨーロッパ腐

蛆病に似ていますが、腐蛆病特有のニオイがしないので、それらとは区別がつ

きます。このウイルスは、ミツバチヘギイタダニが媒介するので、予防にはミ

ツバチヘギイタダニの駆除が有効だと思われます。 

 

② イスラエル急性麻痺ウイルス（Israel acute paralysis virus） 

イスラエル急性麻痺ウイルスは、2000 年にはじめてイスラエルの養蜂場で見

つかりました。当初、CCD (Colony Collapse Disorder)との関連性が疑われて

いましたが、日本を含めた世界各地で感染が確認されている常在性のウイルス

であることがわかりました。他の麻痺病と同様に、全滅するような重い被害を

蜂群に与えることは稀のようです。このウイルスは、ミツバチヘギイタダニが

媒介すると考えられているので、予防にはミツバチヘギイタダニの駆除が有効

だと思われます。 

 

③ 遅発性麻痺ウイルス（Slow paralysis virus） 

イギリスのミツバチヘギイタダニに寄生していた群で、死亡した働き蜂と蜂

児から見つかっています。死亡前に脚先が麻痺するようですが、あまり詳しい

ことはわかっていません。ミツバチヘギイタダニが媒介すると考えられていま

すが、このウイルスはイギリス以外では今のところ確認されていません。 

 

  

門番の蜂に体をチェックされている麻痺病感

染個体。 
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④ 慢性麻痺ウイルス（Chronic paralysis virus） 

慢性麻痺ウイルスに感染したミツバチは、腹部やハネが痙攣します。飛ぶこ

とが出来なくなった働き蜂は、地面をのろのろと歩いたり植物の茎を登ったり

するようになり、やがて死亡します。発症数が 1,000 匹を越えることもあるよ

うです。最初は巣板の上部に感染個体が集まる傾向にあるため、小形で体の色

が黒く、体毛が消失して老齢蜂のような個体を見つけたら、早めに取り除きま

しょう。このウイルスはミツバチヘギイタダニが媒介すると考えられているの

で、予防にはミツバチヘギイタダニの駆除が有効だと思われます。 

 

 

（３）その他のウイルス 

以下、3タイプのウイルスは、ノゼマ症を引き起こすノゼマ微胞子虫

（Nosema apis）から見つかっている。 

 

① 黒色女王蜂児病（Black queen cell virus , Filamentous virus and Y 

virus） 

黒色女王蜂児病ウイルスは、女王蜂の有蓋蜂児（幼虫やサナギ）の段階で発

症します。王台の色が、茶色から黒色に変わり、王台の中で蜂児は死亡しま

す。死んだ蜂児は、淡黄色で皮膚は堅くなり、袋状になっていて、サックブル

ード病に似ています。感染実験では、働き蜂やオス蜂児では発症しないようで

すが、このウイルスを持っているノゼマ微胞子虫に感染した働き蜂を通じて、

女王蜂の蜂児に感染すると考えられています。日本での発生状況など詳しいこ

とはわかっていません。 

 

② チヂレバネウイルスとエジプト蜂ウイルス（Deformed wing virus and 

Egypt bee virus） 

チヂレバネウイルスとエジプト蜂ウイルスは、日本で飼養されていたセイヨ

ウミツバチ群の成虫からはじめて見つかりました。ニホンミツバチからミツバ

チヘギイタダニを通じてセイヨウミツバチに感染が広がったと考えられていま

す。症状は、羽化した蜂のハネが縮んでいるのが特徴で、簡単に識別できま

す。エジプト蜂ウイルスも同様の症状が発症するため、同系統のウイルスとさ

れています。蜂児で発症すると、死に到ります。このウイルスの予防には、媒

介するミツバチヘギイタダニの駆除が有効だと思われます。 
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③ クモリバネウイルス（Cloudy Wing Virus 、 CWV） 

クモリバネウイルスが発症すると、働き蜂のハネが不透明になります。働き

蜂の活動性は低下して、寿命も短くなるようです。イギリスでは 15％以上の群

でこのウイルスに感染した個体が見つかりますが、日本ではまだ確認されてい

ません。ミツバチヘギイタダニが媒介するので、予防には、ミツバチヘギイタ

ダニの駆除が有効だと思われます。 

 

 

  

翅が縮れて、体色も黒ずんでいるDWV感

染個体（右）。 
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★本事業で調査をしたセイヨウミツバチにおけるウイルス一覧 

 

名称 解説 

サックブルードウイルス 

Sac brood Virus（SBV） 
サックブルード病の原因。 

急性麻痺ウイルス 

Acute bee paralysis virus 

（ABPV） 

急性麻痺病の原因。ミツバチヘギイタ

ダニが媒介する。 

カシミール蜂ウイルス 

Kashmir bee virus（KBV） 

急性麻痺病の原因。ミツバチヘギイタ

ダニが媒介する。 

イスラエル急性麻痺ウイルス 

Israel acute paralysis virus 

（IAPV） 

イスラエル急性麻痺病の原因。ミツバ

チヘギイタダニが媒介する。 

慢性麻痺ウイルス 

Chronic paralysis virus（CBPV） 

慢性麻痺ウイルス症の原因。寄生性ダ

ニ類からも単離されている。 

黒色女王蜂児病ウイルス 

Black queen cell virus（BQCV） 
黒色女王蜂児病の原因。 

チヂレバネウイルス 

Deformed wing virus（DWV） 

ミツバチヘギイタダニが媒介する。チ

ヂレバネ症の原因。 
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６．蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査報告 

 

調査実施機関：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

畜産研究部門家畜育種繁殖研究領域有用遺伝子ユニット 

 

【要旨】 

本調査は、国内のセイヨウミツバチ群における蜂病の原因ウイルスの保有率

を明らかにするとともに、ウイルスの保有とミツバチヘギイタダニ寄生の関係

を明らかにすることを目的とした。 

ミツバチの病気にはウイルスを原因とするものが知られており、一部のウイ

ルスの媒介に、ミツバチの外部寄生性ダニであるミツバチヘギイタダニ（以下ヘ

ギイタダニ）が関与するとされている。しかし、日本国内において蜂病ウイルス

に対するヘギイタダニ寄生の影響は評価されていない。そこで、本試験では、セ

イヨウミツバチの主要なウイルス病の原因となる、チヂレバネウイルス

（Deformed wing virus、DWV）、黒色女王蜂児病ウイルス（BQCV）、複数の麻痺病

ウイルスについて、ミツバチ及びミツバチから採取したヘギイタダニにおける

保有率を調査した。また、保有するウイルスをミツバチ・ヘギイタダニ間で比較

し、ウイルスの保有とミツバチヘギイタダニ寄生の関係を調査した。 

本事業において調査した国内養蜂場の 8 割超でヘギイタダニの寄生を確認し

た（50 蜂場中 43 蜂場）。これらの蜂場から得たミツバチ検体（50 蜂場）のウイ

ルス保有を調査したところ、DWV の検出率が最も高く、調査群の 7割から検出さ

れた。ヘギイタダニ寄生コロニーでは 7 割超、ヘギイタダニ非寄生コロニーで

も 4 割のミツバチ群で DWV ウイルスが検出された。DWV は全てのヘギイタダニ

（25 蜂場由来）から検出された。DWV が検出されたミツバチ及びヘギイタダニ

検体は全て DWV-A 型のウイルス断片を保有しており、DWV-A の感染にヘギイタダ

ニ寄生が寄与すると考えられる。一方、近年海外で蔓延が報告され、ミツバチ体

内で DWV-A と同等以上の増殖率及びミツバチ致死率を示すとされる DWV-B 型は

検出されなかった。 

DWV 以外では、BQCV が 4 割のミツバチ検体から検出された。一方でヘギイタ

ダニからの BQCV の検出は 2検体にとどまり、国内ではヘギイタダニ寄生が BQCV

感染に与える影響は低いと考えられる。また、ミツバチ検体からはサックブルー

ドウイルス、4種の麻痺病ウイルスが、ヘギイタダニからは急性麻痺病ウイルス

を除くすべてのウイルスが検出されたが、何れも数検体からの検出にとどまっ

た。またこれらのウイルス種では、同じコロニーから採取したミツバチ、ヘギイ

タダニの間で明確な一致は見られなかった。よって、国内ではヘギイタダニの寄

生は DWV の媒介に寄与するものの、その他のウイルスについての寄与は低いと
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考えられる。 

養蜂家へのアンケート調査の結果、翅変形症（または、DWV によって惹起され

る翅のチヂレや這蜂の症状）は 6 割以上の養蜂家が認知しており、認知率の高

さは麻痺病、サックブルード病と続いた。BQCV は 4 割のコロニーから検出され

ているものの、養蜂家の黒色女王蜂児病の認知度は 4 割以下と低く、発生を見

過ごしている可能性があるため、今後症状等についての知見の共有が必要と考

えらえる。 
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【背景】 

ミツバチヘギイタダニ（以下ヘギイタダニ）はミツバチなどに外部寄生するト

ゲダニ亜目ヘギイタダニ科のダニであり、養蜂管理上で重要な生物である。ヘギ

イタダニはミツバチの終齢幼虫、蛹及び成虫に寄生し、ミツバチの組織（脂肪体）

や血液を摂食する 1。ダニは採餌の際にミツバチの表皮を穿孔し、この際にウイ

ルスを媒介する。ミツバチのウイルスはこれまでに 20 種ほど知られており、ヘ

ギイタダニはその主なものを媒介可能である。特に、チヂレバネウイルス

（Deformed wing virus、DWV）、黒色女王蜂児病（Black queen cell virus、

BQCV）、および数種の麻痺病ウイルスを媒介すると考えられている 2。DWV は蛹の

致死、羽化成虫の翅の変形（チヂレ）、成虫寿命の短縮などを起こすことが知ら

れており、冬季のミツバチ群（コロニー）崩壊の一因とも考えられている。BQCV

は春期に産生される新女王の蜂児が王台内で黒く変色して死に至る。BQCV は女

王以外の働き蜂及び雄蜂では不顕性である。麻痺病ウイルスは複数種が知られ

ており、主なものとして、カシミール麻痺ウイルス（KPV）、急性麻痺ウイルス

（APV）、イスラエル急性麻痺ウイルス（IPV）、慢性麻痺ウイルス（CPV）が知ら

れている。 

蜂病ウイルスの中でも DWV はヘギイタダニ寄生との関連性が高いウイルスと

考えられている 3。DWV ウイルスの伝播経路にはグルーミングや給餌などの中腸

を介した感染と、ヘギイタダニの寄生により体腔へと直接侵入する経路があり、

特にヘギイタダニ寄生による経路を経由することでミツバチ体内の DWV 量が増

加し、症状の重篤化が起こることが示唆されている 4。また、ヘギイタダニが侵

入していないオーストラリアではミツバチから DWV が検出されていない 5 。こ

のことから、現在では DWV の蔓延にヘギイタダニの存在が寄与すると結論付け

られている 6。 

DWV には大きく分けて DWV-A、DWV-B 及び DWV-C の 3 タイプが存在する 2。DWV-

A 及び DWV-B はミツバチに感染し、DWV-C についてはハリナシバチ等での感染が

主流である。従来の報告ではセイヨウミツバチから検出されたのは DWV-A であ

り、日本国内でも DWV-A 及び DWV-A に帰属する Kakugo ウイルスが検出されてい

る 7,8。近年になり、世界各国でセイヨウミツバチへの DWV-B の蔓延が報告され

るようになった。アメリカなどでは多くの地域で DWV-B の蔓延が報告されてい

る 9。実験的にミツバチを感染させた研究において、ミツバチ体内では DWV-A よ

りも DWV-B の方がやや増殖力が高く、致死率も高いと報告されている 10。 

日本国内では、日本養蜂協会の調査により、コロニーのウイルス蔓延率の報告

が行われている 11。DWV は多くの群から検出されているものの、ヘギイタダニ寄

生との直接的な関連性やウイルス型についての調査は行われていない。そのた

め本調査では、日本国内のミツバチ及びヘギイタダニのウイルス保有種を特定
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するとともに、ウイルスの保有とヘギイタダニ寄生の関係を明らかにすること

を目的とする。  
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【目的】 

本調査は、国内のセイヨウミツバチ及びヘギイタダニの保有するウイルス種

及び保有率を明らかにし、ウイルス感染とダニ寄生の関連性を解析する。 

 

【調査方法】 

1) 供試動物 

2020 年秋季に 42 都道府県の養蜂場（各県 1-2 戸、計 48 蜂場）に、健康な 5

群からそれぞれミツバチ成虫をカップ 2杯（200 ml）の成蜂（約 200 頭）をサン

プリングしてもらうよう依頼した。サンプルは農研機構畜産研究部門へ冷凍輸

送し、到着後速やかに－80℃にて冷凍保存した。 

また、現地調査を行った養蜂場で得たミツバチ及びヘギイタダニについても、

実地調査終了後速やかに冷凍保存した。現地調査は 3 蜂場を対象としたが、う

ち 1 戸は全国調査と重複するため、現地調査で採取したサンプルは本解析には

含めていない。 

 

2) 研究方法 

(1) ヘギイタダニ寄生率調査 

解凍した各コロニーのサンプルよりランダムに 20 頭の働き蜂を選び、体重を

測るとともにヘギイタダニがいないことを確認し、速やかに冷凍保存した（ウイ

ルス調査用サンプル）。残りのミツバチの全体重を測定後、十分量のエタノール

（50-70%）内でミツバチを浸透し、ミツバチからヘギイタダニを分離した。ヘギ

イタダニの分離は 2 回連続でヘギイタダニが得られなくなるまで行い、コロニ

ーごとにダニの数を計測した。得られたヘギイタダニは速やかに冷凍保存した

（ウイルス調査用サンプル）。 

 

(2) ミツバチ及びヘギイタダニからの RNA 抽出及び cDNA 合成 

蜂場ごとに最もヘギイタダニ寄生率の高いコロニーのミツバチを用いて RNA

抽出を行った。ヘギイタダニが検出されなかった蜂場においては、無作為に 1

群選んで検体とした。ミツバチ及びヘギイタダニからの RNA 抽出は RNeasy 

Plus Kit (QIAGEN) を用いた。上記のミツバチ 20 頭を液体窒素で破砕後、10 

ml の 4M Guanidinium thiocyanate (GITC)/ Triton X-100 Lysis buffer と混

合してホモジネートとし、この内 0.7 ml を抽出に用いた。抽出後の Total RNA 

1 μg をテンプレートに cDNA 合成を行った。cDNA 合成は、反応バッファー中

に Oligo dT と Random primer を含む ReverTra® Ace qPCR RT Master Mix 

（TOYOBO）を用いた。 

ヘギイタダニは個体が小さいため、上記のコロニー由来で 10 頭以上とれた場
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合のみ RNA 抽出を行った。10 頭以上得られたケースは 27 件あったものの、2件

は十分量の RNA が取れなかったため、25 検体のみ cDNA 合成を行った。抽出は上

記同様 RNeasy Plus Kit (QIAGEN) を用いたが、ヘギイタダニはキット付属の

RLT buffer 内でペッスルを用いて破砕した。cDNA 合成は 100 ng の Total RNA

をテンプレートとして用いた。 

 

(3) ミツバチ及びヘギイタダニのウイルス保有調査 

得られた cDNA を用い GO Taq Green master mix (Promega)を用いて RT-PCR を

行い、DWV、黒色女王蜂児病ウイルス（BQCV）、サックブルードウイルス（SBV）、

麻痺病ウイルス（慢性麻痺病ウイルス（CPV）、急性麻痺ウイルス（APV）、イスラ

エル麻痺病ウイルス（IPV）、カシミール麻痺病ウイルス（KPV））を検出した。PCR

条件は 95℃ 2 min の後、95℃ 30 s, 50℃ 30 s, 72℃ 30 s (ミツバチは 40 サ

イクル、ヘギイタダニは 45 サイクル) とした。BQCV、SBV、KPV については、過

去に国内で行われた調査を参考に 2 種のプライマーによる増幅を確認し、検出

率の高いプライマーを用いた（表１、*の付いたプライマーセット）。DWV につい

ては、DWV-A、DWV-B を特異的に検出するプライマーを用いて検出した。KPV、ABVP、

IPV は近縁のウイルスであり、これらウイルスの複合体として扱われることもあ

るが 3、本調査ではそれぞれを検査対象として調査を行った。ミツバチ、ヘギイ

タダニ検体のウイルス保有は、それぞれ 2回以上独立して PCR を行い、1回でも

バンドが得られたサンプルを陽性とした。 

 

(4) ウイルス配列の解析 

DWV については、RT-PCR で得られたウイルス断片をダイレクトシークエンス

し、配列を決定した。シークエンス反応には、Big DyeTM Terminator v3.1 Cycle 

Sequencing Kit (Applied BiosystemsTM)を用いた。シークエンスの解析は、

3500xL Genetic Analyzer (Applied BiosystemsTM) を用いた。 

 

(5) リアルタイム PCR 

表 1 のプライマーを用いて PCR を行った。PCR 反応には TB Green Premix Ex 

TaqII (Tli RNaseH Plus) (タカラバイオ) を用いた。PCR 条件は 95℃ 30 s の

後、95℃ 5 s, 60℃ 30 s (40 サイクル) とした。PCR の解析は StepOnePlusTM

リアルタイム PCR システム(Applied BiosystemsTM) を用いた。絶対定量法にて

PCR を行い、単位 RNA 当たりの DWV-A コピー数として算出した。 
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(6) 実地調査及びアンケート調査 

 実地調査は茨城県内の 3養蜂場にて 2020 年 10 月に行った。各蜂場において、

ヘギイタダニの有無、ウイルス病の認知等の聞き取り調査を行うとともに、シュ

ガーロール法を用いてヘギイタダニの調査を行った。現地で得たミツバチ及び

ヘギイタダニは研究所に持ち帰り後、速やかに冷凍した。上記 2.(1)と同様に 20

頭の働き蜂の体重を測定するとともに、ヘギイタダニの有無を確認し、RNA 抽出

用のサンプルとした。また、残りのミツバチ全体の体重を測定し、ヘギイタダニ

寄生率を算出した。 

全国調査及び実地調査を行った養蜂家にアンケート調査を依頼し、9割から回

答を得た。 
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表 1 本調査で使用したプライマー 

 

 
*RT-PCR において、ウイルス確認用に使用したプライマー 

 

  

使用実験 ウイルス名 プライマー名 配列 文献

DWV-A DWV-f TTGCTCCCTTACGGATGAGT 本調査時に作成

DWV-r TCCACAAATGGATCAGCATC 本調査時に作成

DWV-B DWV-ABC-F TACTAGTGCTGGTTTTCCTTT 12

DWV-ABC-B-R CTCATTAACTGAGTTGTTGTC 12

SBV SBV-f1* CGTAATTGCGGAGTGGAAAGATT 13

SBV-r1* AGATTCCTTCGAGGGTACCTCATC 13

SBV-f2 ACCAACCGATTCCTCAGTAG 14

SBV-r2 CCTTGGAACTCTGCTGTGTA 14

BQCV BQCV-f1 CTTTATCGAGGAGGAGTTCGAGT 13

BQCV-r1 GCAATAGATAAAGTGAGCCCTCC 13

BQCV-f2* TGGTCAGCTCCCACTACCTTAAAC 15

BQCV-r2* GCAACAAGAAGAAACGTAAACCAC 15

ABPV ABPV-f GGTGCCCTATTTAGGGTGAGGA 13

ABPV-r ACTACAGAAGGCAATGTCCAAGA 13

CPV CPV-f AACCTGCCTCAACACAGGCAAC 13

CPV-r ACATCTCTTCTTCGGTGTCAGCC 13

IPV IPV-f GGTGCCCTATTTAGGGTGAGGA 13

IPV-r GGGAGTATTGCTTTCTTGTTGTG 13

KPV KPV-f1 ATGACGATGATGAGTTCAAG 16

KPV-r1 AATTGCAAGACCTGCATC 16

KPV-f2* GATGAACGTCGACCTATTGA 17

KPV-r2* TGTGGGTTGGCTATGAGTCA 17

DWV DWV-ABC-F TACTAGTGCTGGTTTTCCTTT 12

DWV-ABC-A-R  CTCATTAACTGTGTCGTTGAT 12

RT-PCR

リアルタイムPCR
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【実験結果】 

1) ヘギイタダニ寄生率の比較 

本研究おいて調査した国内養蜂場の 8 割超でヘギイタダニの寄生を確認した

（全国調査、現地調査合わせて 50 蜂場中 43 蜂場）。働き蜂に対するヘギイタダ

ニの寄生率は 1%までが許容できるとされている 18。この基準を超えたコロニー

は全体の 28%以上であった（全 243 コロニー中 69 コロニー）。以下、ヘギイタダ

ニ寄生率についての評価はミツバチ 5コロニーが得られた 44蜂場について評価

した。また、本調査におけるヘギイタダニ寄生率は働き蜂に対するヘギイタダニ

寄生率を示す。 

蜂場ごとのヘギイタダニ検出コロニー数を比較すると、5 群全てでダニが検出

された蜂場が全体の 36%、4 群から検出された蜂場が 14%で、全体の 5 割を占め

ていた（図 1）。蜂場内のヘギイタダニ検出コロニー数が高くなるほどコロニー

のヘギイタダニ寄生率が高く、5 群中 4 群以上でヘギイタダニが検出された蜂場

では、ヘギイタダニ寄生率 1%を超えたコロニーが全体で 5 割を超えた（図 2）。

一方、蜂場内でヘギイタダニ検出コロニー数が 3 群以下の場合は寄生率 1%を超

えるコロニーは 1 割程度に収まった。 

以上から蜂場内でのヘギイタダニ検出コロニー率が 8 割以上（5 群中 4 群以上

検出）検出された蜂場では、ヘギイタダニ防除の緊急性が高いと考えられる。 

 

 

 

図 1 蜂場ごとのヘギイタダニ検出コ

ロニー数の割合（5 群調査蜂場のみ抽

出） 

 

 

 

図 2 ヘギイタダニ検出コロニー数ご

とのコロニー寄生率の比較（5 群調査

蜂場のみ抽出） 
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2) ミツバチからの蜂病ウイルスの検出 

ミツバチからのウイルス検出は全国調査及び現地調査を合わせた50蜂場より

各 1 コロニーを選別し、50 検体について調査した。ヘギイタダニが検出された

蜂場においては、コロニー寄生率が最も高いコロニーについて調査した。蜂病の

原因ウイルスのうち、チヂレバネウイルス（DWV）、黒色女王蜂児病ウイルス

（BQCV）、サックブルードウイルス（SBV）、慢性麻痺病ウイルス（CPV）、急性麻

痺ウイルス（APV）、イスラエル麻痺病ウイルス（IPV）、カシミール麻痺病ウイル

ス（KPV））の 7種について調査した。 

RT-PCR 法にてウイルス断片を検出したところ、最も感染率が高いウイルスは

DWV であった（表 2）。DWV の感染は調査コロニー全体の 7割で見られた。次に検

出率が高いウイルスは BQCV で、4 割の蜂場から検出された。一方、サックブル

ード病の検出率は 1 割に満たず、麻痺病は 1 割程度の蜂場からの検出にとどま

った。秋季の国内の養蜂場では DWV と BQCV の感染率が高いと考えられる。 

DWV 検出蜂場の地域的な偏りは見られず、全国的に検出が認められた（図 3）。

BQCV の検出は九州沖縄を除くミツバチ群から検出された（図４）。その他のウイ

ルスは検出数が少なく、検出地域に偏りは見られなかったが、IPV についてはウ

イルスを検出した 5蜂場のうち 4蜂場が中部地方に集中していた。 

DWV はウイルス型についても調査を行った。国内のミツバチコロニーから検出

されたウイルスは全て DWV-A 型であった。DWV-B は RT-PCR 及び配列解析による

解析の結果、どのコロニーからも検出されなかった。よって日本国内では DWV-

A が主要なウイルス型と考えられる。 
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表 2 ミツバチコロニーのウイルス検出率（50 蜂場） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．DWV が検出されたミツバチコロニーの採取地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．BQCV が検出されたミツバチコロニーの採取地域 

ウイルス 検出コロニー数 検出割合

DWV 35 0.7

BQCV 20 0.4

SBV 4 0.08

CPV 1 0.02

IPV 6 0.12

APV 5 0.1

KPV 7 0.14
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3) ヘギイタダニからのウイルス検出及びミツバチのウイルス検出との関連性 

ヘギイタダニについては、十分量の RNA が抽出できた 25 群についてウイルス

調査を行った。蜂病ウイルスのうち、DWV は全てのヘギイタダニ検体から検出さ

れた（表 3）。一方、BQCV、SBV、麻痺病ウイルス（CPV、IPV、及び KPV）は数検

体からの検出にとどまり、APV は検出されなかった。 

ヘギイタダニのウイルス調査を行った 25 蜂場について、ヘギイタダニ‐ミツ

バチ間でウイルスの検出が一致するか否かを検証した（表 4）。ヘギイタダニ及

びそれに由来する蜂場のミツバチコロニーがともに DWV-A を持っているケース

は 9割弱に上った（表 4）。ウイルス検出数は少ないが、BQCV 及び KPV について

もヘギイタダニ、ミツバチ間で高い一致性が見られた。その他のウイルスについ

ての関連性は認められなかった。 

ヘギイタダニの寄生率別に DWV 検出割合を解析したところ、RT-PCR 法による

調査では、寄生率 5%以下のコロニーから得たミツバチからは DWV の検出が 5 割

程度だった（図 5）。その一方、寄生率が 5%以上のコロニーになると検出率が高

くなり、これらのコロニーでは全ての検体から DWV が検出された。また、リアル

タイム PCR 法による調査も同様で、単位 RNA 当たりのウイルス量はヘギイタダ

ニ寄生率 5%以上で 10 倍以上高くなった (図 6)。よって、コロニー内の DWV ウ

イルス量はヘギイタダニ寄生率が 5%を超えると高くなると考えられる。 

また、DWV については RT-PCR 後、得られた部分配列をシークエンス法により

同定し、コロニー間、また、ミツバチ‐ヘギイタダニ間で比較を行った。調査し

た 5蜂場においては、ミツバチ-ヘギイタダニ間で保有するウイルス断片の相同

性は高く、96%以上の同一性を示した（表 5）。DWV-A は quasi-species（多種性、

配列の一部が異なるウイルスが集団として存在する）であり、ミツバチ‐ヘギイ

タダニ間でウイルスの配列が異なるのは、この多種性に起因すると考えらえる。

しかし、1蜂場については 99%の相同性を示しており、ミツバチ‐ヘギイタダニ

間で特定の配列を持つウイルスが共有されている例も確認されたため、ヘギイ

タダニが DWV の媒介に寄与すると考えられる。 
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表 3 ヘギイタダニのウイルス検出率（25 蜂場由来） 

 
 

表 4 ヘギイタダニ‐ミツバチ間でのウイルス検出一致性 

 
 

表 5 ヘギイタダニ・ミツバチ間での DWV-A 部分配列相同性 

 

 

 

 

 

 

ウイルス 検出検体数 検出割合

DWV 25 1

BQCV 4 0.16

SBV 1 0.04

CPV 3 0.12

IPV 4 0.16

APV 0 0

KPV 2 0.08

蜂場 相同性（identity %)
No. 3 99
No. 4 96
No. 20 97
No. 21 98
No. 29 97
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図 5 ヘギイタダニ寄生率別の DWV 検出割合（RT-PCR） 

 
図 6 ヘギイタダニ寄生率別の DWV-A 検出（リアルタイム PCR） 
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4) 養蜂家へのウイルスについてのアンケート調査 

本調査においては、サンプル提供を受けた養蜂家にアンケートも送付し、ウイ

ルス病の知識等について尋ねた（有効回答 72%、44/50 件）。DWV、BQCV、SBV、麻

痺病の認知率（知っているか否か）を調査した結果では、麻痺病、DWV、SBV は

半数以上が知っていると答えたものの、BQCV は 40%程にとどまった（図 7A）。各

ウイルス病を知っていると答えた養蜂家のうち、コロニーの健康状態に影響が

あると感じるウイルスに DWV を上げる養蜂家が多く、麻痺病、SBV と続いた（図

7B）。一方、BQCV については重要視する度合いが低いことが明らかになった。こ

の傾向は聞き取り調査でも同様で、DWV の起こすチヂレバネ、這蜂については全

ての養蜂家が知っていると答えている。一方で、BQCV もしくは、その症状であ

る女王蜂児の黒色化については遭遇する頻度が低いようで、BQCV の感染を疑わ

せる症状があったとしても、春期の栄養不足等によるものとの認識であった。 

今期に発生したと感じるウイルス病としては、DWV を上げる養蜂家が最も多か

った。一方で、上記調査（RT-PCR）で DWV が検出されなかった養蜂場では、DWV

による症状が発生したと答えた養蜂家は 4 件にとどまり（15 件中 4 件）、ウイル

ス調査による結果と養蜂家による病気発生の実感はおおむね一致していること

も明らかになった。 

ウイルス発生時の対処法としては、ヘギイタダニの駆除剤を与えると答えた

養蜂家が多く、次に給餌がつづいた。 

 

図 7 養蜂家の重要視する蜂病ウイルス 

（A） 養蜂家が認知している蜂病ウイルス種、（B）養蜂家が重要性を認識して

いるウイルス種 
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【総合考察】 

本研究は、国内のセイヨウミツバチ及び寄生ダニ（ミツバチヘギイタダニ）の

保有するウイルス種及び保有率を明らかにし、ウイルス感染とダニ寄生の関連

性を解析することを目的とした。なお、本研究はミツバチ及びヘギイタダニから

特定のウイルス断片について検出したものであり、発病については調査を行っ

ていない。 

調査蜂場から得られたミツバチ・ヘギイタダニともに最も検出数が多かった

ウイルスは DWV で、へギタダニ寄生率が高いほど DWV 検出率（RT-PCR）及び DWV

量（リアルタイム PCR）が高いことが明らかになった。ヘギイタダニ寄生のない

コロニーでは、RT-PCR での DWV 検出率が低く（図 5）、また、検出された場合で

も、検出ウイルス量は低かった（図 6）。ヘギイタダニが寄生しているコロニー

でも寄生率が 5%未満であれば、DWV 検出率（RT-PCR）、DWV 量（リアルタイム PCR）

は低くとどまった。一方、寄生率が 5%以上のコロニーではウイルス量が多く、

全ての群から DWV が検出された。以上のことから、ヘギイタダニ寄生率が 5%以

上の場合にコロニー内で DWV 量が高くなることが明らかになった。 

ヘギイタダニは小さいため、本調査では１コロニーからヘギイタダニが 10 頭

以上採取できた場合に限ってウイルス調査を行った。そのため、ヘギイタダニか

らのウイルスの検出は 50 蜂場のうち 25 蜂場の調査にとどまったものの、全て

のダニが DWV を保有していた。また、これらのヘギイタダニを採取したコロニ

ーでは、9割弱で DWV が検出された（表 4）。本調査においては、同じコロニー由

来のミツバチ・ヘギイタダニ間では、保有するウイルスの DNA 配列の相同性が

96%以上であった。DWV が多種性（配列の一部が異なるウイルスが集団として存

在する）を持つこと、また、本調査はコロニー内の一部のミツバチ及びヘギイタ

ダニを用いた標本調査の手法を取ったことで、ミツバチ-ヘギイタダニ間で DWV

配列が一致しなかった可能性がある。しかし、1 群においてはミツバチ-ヘギイ

タダニ間で 99%の相同性を示し、ミツバチ-ダニ間でウイルスが移動していると

考えられることから、ヘギイタダニ防除がDWVの蔓延防止に有効と考えらえる。

DWV にはいくつかのウイルス型が存在するが、今回調査した蜂場から得られたミ

ツバチ・ヘギイタダニが保有するウイルス型は DWV-A のみで、DWV-B はいずれの

サンプルからも検出されなかった。セイヨウミツバチに感染する DWV は DWV-A 型

（Kakugo virus を含む）及び DWV-B 型が知られており、近年欧米において DWV-

B の拡大が報告されている。DWV-B も DWV-A と同等以上の病原性を持つと考えら

れており、国内に DWV-B が侵入した場合はミツバチの健全性に影響を及ぼすと

考えられる。DWV-A 及び DWV-B は同時に感染する事例も報告されていることか

ら、今後も警戒が必要である。 
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ミツバチ、ヘギイタダニからは DWV 以外のウイルスも検出され、DWV に次い

で検出数が多かったウイルスは BQCV であった。養蜂家へのアンケート調査の

結果、DWV によるチヂレバネ症については 6割以上の養蜂家が認知している一

方で、黒色女王蜂児病の認知度は 4割以下と最も低かった。聞き取り調査にお

いて BQCV が原因と思われる症状についての言及があること、また、BQCV が検

出された蜂場の多さから、実際には BQCV による女王の致死が発生している可

能性が高い。養蜂家が発生を見過ごしている可能性があるため、今後症状等に

ついての知見の共有が必要と考えらえる。 

養蜂家のアンケートからは、ウイルス病の発症を防ぐためにヘギイタダニ防

除の必要性を認識していることが伺われた。本調査において、ヘギイタダニ寄

生率（働き蜂に対するヘギイタダニ寄生率）1%を即時防除の指標とした場合、

蜂場内のダニ検出率が高い蜂場ほど寄生率 1％を超えるコロニーの割合が高い

ことが明らかになっている。特に、5群中 4群以上でヘギイタダニを検出した

蜂場では半数以上がヘギイタダニ寄生率 1%を超えていた。蜂場内の衛生状態を

保つためには、蜂場内のヘギイタダニの寄生コロニー率及び各コロニーのヘギ

イタダニ寄生率を目安に衛生管理を行っていくことが重要と考えられる。 
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７．現地調査（粉糖によるダニの寄生状況調査方法） 

 

①巣枠が入る大きさのビニール袋を用意し、底の角を切ってミツバチ回収用の

穴を作成後、穴の部分を結んで塞ぐ。 

 

②健康な蜂群を選び、女王が巣枠にいないことを確認した後、巣枠から働き蜂を

袋に振るい落とし、入口を閉じる。 

 

③袋の底の結び目をほどき、約５００匹（２００ml 計量カップ１杯）のミツバ

チを取り出す。 

 

④計量カップのミツバチを筒状の容器（フタが網状）へ移す。 

 

⑤粉糖（約１００ｇ）を入れてフタを閉め、蜂の入った容器を１分ほど振る。 

 

⑥ミツバチに粉糖が十分絡んだら、フタの網の部分から容器中の粉糖を目の細

かいふるいに出し、目視でダニの有無を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きなビニール袋にミツバチを入れる 
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計量カップにミツバチを

いれる 

ミツバチと粉糖を入れた

容器からダニを分別する 

分別されたダニ（黒い点に

見えるのがダニ） 
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８．添付資料 
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2020 年度 ダニ媒介ウイルス病 被害実態調査 アンケート 
 
※こちらのアンケートは、サンプルの蜜蜂についてだけではなく、飼育している全て

の蜜蜂についてお答えください。 

氏名  養蜂経験   年 

サ ン プ ル の
養蜂場住所 

（サンプルを採取した全ての養蜂場の住所を記載。住所の番地がわからない場合は、わかるところまで記載） 

飼育届群数 セイヨウミツバチ   群     ニホンミツバチ    群 

養蜂目的 主として 採蜜・交配群・種蜂・その他 （当てはまるものに〇を） 

県外への 
蜂群の移動 

する・しない 移動目的 採蜜・越冬・その他 

お お よ そ の
養蜂歴 

越冬：    月 〜    月 
採蜜：    月 〜    月 

主な養蜂場 
越冬：      都道府県 
採蜜：      都道府県 

 

蜂群の状態についてお聞きします 

1．今年のミツバチヘギイタダニ（バロア病）の影響は深刻だと思いますか 

 ①非常に深刻  ②やや深刻  ③どちらでもない 

 ④それほど深刻ではない   ⑤まったく深刻ではない  ⑥わからない 

 

2．ヘギイタダニの影響はいつ出ると感じますか（複数回答可）  

 ①春  ②夏  ③秋  ④冬  ⑤その他 

 

3．ヘギイタダニの影響をどのような場面で感じますか（複数回答可） 

 ①建勢の悪さ ②採蜜成績の悪化  ③越夏の難しさ ④越冬の難しさ ⑤病気の発生 

 ⑥その他（          ） 

 

4．蜂群を育てる際、ヘギイタダニの駆除は 

 ①絶対に必要   ②状況によっては必要  ③ほぼ必要ない  ④全く必要ない 

 

5．ヘギイタダニの防除法ついてお聞きします 

 １）ダニの防除はどのように行っていますか 

  ①殺ダニ剤による防除 ②雄蜂トラップ  

③その他（                   ） 
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 ２）殺ダニ剤を使用した方にお聞きします。使用した殺ダニ剤と使用時期はいつですか 

  1 回目    月ごろ   使用殺ダニ剤 （        ） 

  2 回目    月ごろ   使用殺ダニ剤 （        ） 

  3 回目    月ごろ   使用殺ダニ剤 （        ） 

 

 ３）雄蜂トラップを使用した方にお聞きします 

設置時期はいつですか 

        月 ～   月 

 

6．昨年冬から今年の春にかけて、喪失した蜂群（セイヨウミツバチ）はありましたか 

    はい     いいえ 

  何群を失いましたか 

冬越し開始時の群数    群   春までに失った群     群 

 

8．冬越し失敗の原因として考えられることを挙げてください 

    

 

9．ご存知のミツバチウイルス病に〇をつけてください 

  ①麻痺病  ②チヂレバネ症  ③黒色女王蜂児病  ④サックブルード病 

  ⑤その他 （               ） 

 

10．ウイルス病のうち、蜂群の健康状態に影響すると考えるものはありますか（複数回答可） 

①麻痺病  ②チヂレバネ症  ③黒色女王蜂児病  ④サックブルード病 

  ⑤その他 （               ） 

 

11．今年症状があったウイルス病はありますか、またその時期はいつですか 

①麻痺病  ②チヂレバネ症  ③黒色女王蜂児病  ④サックブルード病 

  ⑤その他 （               ） 

  感染時期    月ごろ 

 

12．病気を判断する指標にはどういったものがありますか 

例： 翅の変形、這蜂、王台の黒化、有蓋巣房の量 等 

  （                            ） 

13．ウイルス病が発症した際に行う対策はありますか 

例： ヘギイタダニ駆除、微酸性水の利用、蜂群の隔離、蜂群の合同、栄養給餌 等 

  （                            ） 

 

★ご回答ありがとうございました。 

本文書は、記録用紙等と一緒に段ボールの中に入れてご返送ください。
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2020 年度 

蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率調査記録用紙 

 

 

お名前：         

箱番号：         

巣枠数（実際の数でお書き下さい）： 

        枚 

蜂児枠数（おおよそ巣枠半分程度が有蓋になっ

ているものを蜂児枠とします）： 

       枚 

殺ダニ剤使用の有無（○をつけて下さい）：  

有  無 

使用した場合の薬剤（○をつけて下さい）： 

アピスタン アピバール その他（    ） 

投与した時期:  月  旬 
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チャック付き袋にはるラベルシール 

 

お名前： 

箱番号： 

サンプリング日時：   月   日 
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蜜蜂のダニ寄生とウイルス感染率の実態調査報告書 

 

2021 年 3 月発行 
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